
（１）第４６６号            全 国 検 数 労 働 組 合 連 合          ２０１４年１２月４日

〒144-0052 東京都大田区蒲田 5-10-2 日港

福会館 5 階

Tel 03(3733)5621 Fax  03(3733)5622 
メール    roren@kensu.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kensu.jp/ 

全 国 検 数 労 働 組 合 連 合

書 記 局

４６６号

１２月３日（水）第６回 １４冬季一時金闘争 

妥結を表明 

支給日１２月１０日（水）を確認！ 

１２
月
３
日
（
水
）
第
６
回
１４
冬

季
一
時
金
交
渉
で
、
全
地
域
よ
り

批
准
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
正

式
に
妥
結
の
態
度
表
明
を
行
な

い
、
支
給
日
１２
月
１０
日
（
水
）

を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
地
域
の
今
一
時
金
に

お
け
る
評
価
点
と
不
満
点
は
概

ね
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【全日検に対し】 
評価点 
①昨冬比・昨夏比を上回る回答を評価。 

②調整加算の格差圧縮を評価。 

③見習職員の期間短縮制度変更の考え方 

については評価する。 

不満点 
①要求にない役付・調整加算・特別手当 

 に不満。 

②役付手当・特別手当は全体に配分する

べき。 

③調整手当の支部間格差は不満。 

《１４冬季一時金における各地域の主な意見》 

【日検協会に対し】 
評価点 
①昨冬比・昨夏比を上回る回答を評価。

②一律部分の増額を評価。 

③業績格差の圧縮を評価。 

不満点 
①要求していない業績加算に不満。 

②要求額との関係では不満。 

③業績加算の上下幅は縮小するも比率

が高すぎる。比率を下げ、他の部分へ加

算するべき。 

妥
結
の
態
度
表
明
に
あ
た
り
、
組

合
は
両
協
会
に
対
し
、
次
の
と
お
り

妥
結
の
態
度
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

【
全
日
検
に
対
し
】

金
額
的
に
は
単
純
比
較
で
昨
冬
比

プ
ラ
ス
、
夏
比
プ
ラ
ス
で
も
ク
リ
ア

し
て
お
り
一
定
評
価
で
き
る
。

『
家
族
手
当
』
『
役
付
』
『
特
別

評
価
』『
ア
ル
フ
ァ
』
に
つ
い
て
は

不
満
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。

現
在
、
検
討
中
で
あ
る
見
習
い

職
員
期
間
の
短
縮
等
に
向
け
た
考

え
方
に
は
一
定
評
価
す
る
が
、
莱

夏
以
降
の
回
答
算
式
に
つ
い
て

は
、
職
員
同
様
の
回
答
を
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

【
日
検
協
会
に
対
し
】

金
額
的
に
は
、
単
純
比
較
で
昨

冬
比
プ
ラ
ス
、
夏
比
で
も
ク
リ
ア

し
て
お
り
一
定
評
価
で
き
る
。

一
律
部
分
へ
の
回
答
に
つ
い
て

は
、
昨
冬
比
、
夏
比
共
に
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
お
り
評
価
で
き
る
。

乗
率
部
分
に
上
積
み
が
な
く
大

い
に
不
満
を
残
す
結
果
と
な
っ

た
。ア

ル
フ
ァ
（
業
績
）
原
資
を
本

体
部
分
（
乗
率
・
一
律
）
へ
の
上

積
み
を
求
め
る
。

【
今
後
の
労
使
課
題
】

検
数
業
務
の
狭
小
化
傾
向
が
進

行
し
て
い
く
も
と
で
、
改
め
て
、

検
数
事
業
の
基
盤
強
化
に
向
け
た

人
材
育
成
を
筆
頭
に
検
数
業
域
の

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
対

策
を
労
使
で
真
剣
に
知
恵
を
出
し

合
い
『
仕
事
と
収
入
の
確
保
』
運

動
に
連
動
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
み

を
前
進
さ
せ
て
い
く
事
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

通
関
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
物

流
の
効
率
化
が
一
層
進
行
し
、

今
後
労
働
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ

る
。検

数
労
連
は
港
湾
産
別
や

共
闘
組
織
を
通
じ
て
雇
用
の

安
定
と
職
域
確
保
に
向
け
た

対
応
策
を
図
っ
て
い
る
最
中

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
検

数
の
雇
用
・
職
域
を
守
る
た

め
に
も
、
引
き
続
き
、
労
使

で
真
摯
な
話
し
合
い
を
持
っ

て
解
決
し
て
い
く
事
が
重
要

１４冬季一時金要求に対する行動は、１２

月３日（水）をもって一切中止とする。 

各地域闘争委員会の皆様、お疲れ様

でした m(__)m 
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い
く
事
が
予
想
さ
れ
る
。

検
数
労
連
は
港
湾
産
別
や
共
闘
組
織
を

通
じ
て
雇
用
の
安
定
と
職
域
確
保
に
向
け

た
対
応
策
を
図
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
検
数
の
雇
用
・
職
域
を
守
る
た

め
に
も
、
引
き
続
き
、
労
使
で
真
摯
な
話
し

合
い
を
持
っ
て
解
決
し
て
い
く
事
が
重
要

と
な
る
。


